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昭和 6年阿蘇山上に於ける御前講演*

阿蘇山活動の過去現在と爆費珠知の問題

理事博士 志 回 JI国

阿蘇111活動の過去現在と爆琵強知の問題に就て言上けます。

彼方に据ゑましにのは(第 1 圃〕只今から 1130 蝕年前に，桓武天皇21~安莫都のありまし

てから凡60除年経ちまして，豊潤の阿里山に生ひ l'r.ち初めましすこ紅憾の輪切標本で‘御座り

ます。大~II='の御代の初め拓殖博官舎場の庭に雨 t二十i了これ口に曝されて木目の模様も見分け

難きまでになって居りましfこのを請ひ受けまして年輪ぞ数へましすこ所， J!l雨寒暑の 1050

俄年そ経ましたもので，其の長い聞の気象気候の唆濯が生長年率乃中に記き込まれて居る

筈と心得まして取調べました結果と併せて大正6年11月 先帝陛下の京都帝闘大撃に御臨

幸遊ばされました際，天賞与k仰ぎましにもので御座います。上の圃(第2闘〉は水'1':(二西暦90

0年一1000年一1100年ーと年ぞ計札樹木は年老ゆるに伴はれて太とり方の遁滅するもの

で御座りますから其年々の年輪の厚み其ものでなく其割合]:けの修正そ施しまして垂直に

計り年々の貼そ記入致しました闘で御座りまするから，若しも気象気候の異和不順其他の

塁手響がなく年々順嘗の成長を縞けましすニので御座りましfこならば是等の貼は皆水平に一直

線上に配列する筈なので御座りますが， -pJ成著しい高低の礎化が御座りまして， 9，10，11， 

持 昭和6年11月陸軍大演習の矯め行幸の際，故博士が阿蘇山上にて行はれた光築ある 御前

講演の下書きによる。
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阿蘇山活動の過去現在と爆後珠知lの問題

12年の是種類の挫化は太陽黒鳥撹化の周期に相官するもので御廃ります。 1主他 3，40年，

5，60年， 100， 120年目位の著しし、境動も御座りまして我園支那の歴史記録に諜雨洪水学睦

等の著しい異和の記事のある年は慨して之に相蛍して生長率の著しい擾化が現はれて居り

第 1岡阿里山紅檎輪切標本

ナこ。

ます。文治元年・藤永27，8年天明の

大飢障の折など其例で御座ります

が， 1千蝕年聞の成長年率の媛、化を

大観致しまして最も著しいことは之

をキ:邦の史貰に針照して平安真部の

頃より年率尖第に増大致しまして平

安朝の中葉から弐第に少しづミ低下

の歩調を採りながら鎌倉時代・室町

時代ぞ其僅に経過致しまして信長・

秀吉・家康と再び著しく増大致しま

して，江戸時代の初期には室町時代

に倍する程で御座りまし7こが， ιl'頃

から再び低減そ始めまして明治維新

前の頃に形勢一時三度著しく増大致

しまして今備はJ:り坂になって居る

趣を言1:けましたので御座りまし

一本の紅愉の生長の一代記では御座りますが是一筋の成長年卒のflh綿はなJK深き過去 1

千年間の自然の挫蓮史℃御座りまして，更に其後地震の費生火山噴火の年代と封照致しま

しに三，三の例そ言 1:けますれば，111城・大和系統の大地震は明燥の例制徐き，天鹿・長久・

延久・寛治・治求の大地震は作jれも曲線の山，近江・山城系統の大地震は，貞元 -jえ-治・

正ιt，・目撃永・慶長・天保と皆谷の|附近，関東方面殊に小田版筋の地震は大正12>1三の閥東大

地震から凡60除iF日i正に必永六年・天明・元禄・寛永古いところで元鹿の大地震など斯様

な所で起って居ります。火山の一例霧島山はー，ここの例j冶除去大多数は谷の|附近で噴火の

記録ぞ残して居ります。
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阿蘇山活動の過去現在主爆五重量襲安日の問題
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阿蘇山の活動は

「延暦十五年じ月詔日比来太宰

府言，肥後園阿蘇郡山上有沼其
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今無故i岡減二十儲丈」云々と日

本後記に御座りまするのが明か

に歴史に書き残された最初で爾

来 1130儲年聞に百四に近い活

動が記録されて居りまするが，

浅間山・三原山・楼島の場合の
省t

曾様に熔岩若くは泥流沿流しまし
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ナこ例は一回もなく只今まで研究

致しました所では所謂石器時代

直以後に熔岩泥流の流出致しまし

ナこJ~述ぞ見出し粂ねて居りま

。aす。

噴火の模様は時によりまして

強弱の棋度に差は御座りまする 相首長

一ーー . ~由

が，性質から巾 1:け、まして大同

小異，何時も中央火口丘の中心

中獄の現夜の噴火口から爆護噴

必
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煙致しまして火口附近に火石冶

事飛ばし熱湯を噴出し;灰や砂冶|盗
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らすfごけで御座りまして，火口

附近に噴き出されまする熔計
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や，浮石の破片などは火口から
"や

:‘， .. 叫時ゆ揖場
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1200米に達しました記録なし

近頃の噴火の場合には 600米は



阿蘇山活動の過去現在と爆護軍象知の問題

上に達したことは御座りませぬc

噴火年表の開に記入致しましfこ記事の大要，木目の曲線に赤く附けました噴火年夫の目

印の配列の模様などから活動力の盛衰消長ぞ推察致しますると，昭和 3，4年の活動から逆

に遡りまして安永・明和頃まで賓永・元雄から永正・文明頃まで元中・天授から暦仁・寛

喜頃までと大略270-280年位づつの期間に分れて居る様で御座りまして，寛喜2年から 350

これは記録が焼けて居るのでは無いかとも思年の聞は全く噴火の記録が御座りませんが，

はれまして突の貞観・延暦前後の活動と封照致しまして大凡 300 年近かい期間冶距ててì，~.

この 300年に近い挫化は木目の曲線の上にも大fiiJ}Jに盛衰のあつにものかと忠はれます。

園3 

凡の匝劃の窺はれる様で、御座ります。
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H寺に一々の噴火年代在取調べ、ますると木日の曲線に附けましすこ1、貼の様に約10年前後，

太陽黒貼綾化の観測が始まわまして以後の所は此は5，6年置きといふ事も御座りまして，

ガの園面(*3 圃〕に致しましたが，明和・安7kの大噴火は:~~貼最小の時期に，其他の大nl't

火は主にZE黒占最多の時期に起りまして，黒貼長少の時期には左ちらか&申上け-まするとこ

エ化的の小噴火があったと言し上け得るのかと存じます。昭和2年4月1日午前11時の爆輩ぞ

先頭と致しまして翌3年から 4年11月4，5，6，711と是等の寝具に致しました大噴火まで断

舗数しまして一段;法となりました。最近の火活動は恰も太陽黒貼段多の時期に起りましすこ

( 4 ) 



阿蘇山活動の過去現在と爆音豊富象知の問題

もので御座ります。

斯様に或は気象気候の控化とか或は太陽黒思!iの後t化とかJI;他種々の自然事象と地震の費

生火山噴火の時期を比較封照致しますることは今後の場合在旗想致しまする重要な資料と

なりますることは勿論で御座りまするが，軍に斯様の統計資料のみから珠想致しまするこ

とは其性質上誠に閑難なことで必ホf哲ると言ふ様には参'J粂ねますから如何致しましでも

直接に其話i徴光臨ぞ捉へることを心掛けねばならねので御座ります。我闘はl吐界有数の火

山固で各1I座，)まして時々噴火爆護の惨害を被るので御座りまするが，其代りう~tll:l泉の各所

に湧出するのは自然の恵で御座ります。近来は地熱狂動力化することなども一つの|せ界的

研究問題となって居ると百上け得るのかと存じます。芳々京都帝園大壊は火山jR泉，地熱

此に其利用に閉する基礎研究ぞ目的と致しまして大分県系日IJ府市に地球物理事研究所在創設

致しまして大正13年1月

御大婚の日をはて事務を開始致しましにが，其後更にir.-火山其ものに就て直接研究を進

めまする必要と，粂ねて火山問題に闘する間際研究の一つの道場に致しfこし、希墜を持ちま

して，世界の名火山阿蘇に火山m涜究所zをを設立致しまして日昭百和3年秋御大前撞豊の日4をと以て事務
を開始しましf仁こので

界的に申 1:二けまして可成りH砂T宵Eが諸諸-方而而.カか、ら;準主められて3米l長ミて居るのでで‘御座 iω)まするが，然

らば火山の下は内部は何うなって居るのであるか，普通に火山力と申して居りまするもの

は何打、ふもので何うして起。，何うして蓄積されるものであるかといふ様な内的諸問題

に就きましての人類の知識は尚ほ極めて貧弱で、御座りまして，多くは想像に近かいものと

巾上けて宜しいのかと考へられまするから，外的諸問題よ，)も寧ろ内部の問題から肝究に

若手するとしリ、11[1民序そ濯びまして自然爆護橡知的問題も研究の・事項と致して居りまする

が，創設雷時は偶々長近昭和初期の大活動の宇で御座りまして閉究所は火口から両に7汗

字程距って居るにも拘らす微動計は絶えホ‘特殊の微動ぞ記録致しまして活動開始以前の経

過ぞ研究することぞ得なかったので御座います。然るに 41"f-ll月に入りまして噴煙も I上λ

活動も治ま，)まして12月には全く微動も現tまれない様になりましたが，号室5?f8月30日午後

4時頃から諜々注意致して居'1ましに周期1秒前後の特殊の微動一之を第1穫の微動と申

1:けます が少しづ込現はれ始めますると同時に第2種の微動と申卜けまする周期，4秒前

後の特殊の微動がちらちらと現はれ始めまして，翌日に成りますると第1種微動の卒均振

( [; ) 



阿蘇山活動の過去現在と爆室主主佐知の問題

幅は未j":僅かに 0.5tケロン位の小3いもので御座いましにが第2種の微動の方は念に振

幅も増加致しますると同時に 1時聞に 10回許も現はれる様になりましたので、御座りまし

たν 微動の周期の甥.かいものは地殻の浅いJ._唐の振動で、御座りまして，周期の1rl1ひるに従

って深入りして居る需のもので御座いまするから，此の事買は火坑道の深い所で既に火山

カの子容積が充分になりまして者援等が少しづっ昇。始めて参りましに矯で、爆護の諜描行動

が開始されにと見るべきかと存じます。隣に岩泉可;の上昇運動がH¥.3kる様な賦態が成立政

しましたので御座いまするから，第2種の微動のゐーは其後，同より高f庄の鍵化は御座いま

するが，大勢から見まして振l隔も回数も蝕り綾化なく9月HI・2日・3日と過ぎましたが，岩

療等の昇るに作れて表面に;11かい地殻の 1:暦は脅かされる様仁なる告で御座いまするから

其数日閉じ第 1種の微動のJiは次第に振幅が増して是正 (Jまして， 3日夜学には長高度に達

しましすこO

斯くて火口底の深かい鹿カ、ら岩果等た押し 1:ける仕事の方は重荷が卸りて幾分か容易に

なったと申上け得る様な航勢に蓮しまして第2種微動の方は却て振幅が低下し始めまする

と同時に回数も減じて参めまして1時間に5回枕までに下りましたが，艇がて振幅は減じに

偉で回数の方は再び念に増加して参りました。岩泉等の上昇が容易になった嬬に激しくな

り，事漸く念を舎けて参りましたので御座りました。回数の tり詰めましたのは4日午後

5時宇この時第4火口(北から南へ教へまして第1，Jf~2 ， 第3，第4火口と御座ります〕組めて

一寸爆費致しまして白慨が梢騰 (Jましすこ。火口の口が少し聞きました錦に相違なく，諜備

的の小爆輩で‘御座ります。既に口が聞いたので御座いまするから第1種の微動は振幅が少

し減じましたし，第2種微動の回数も減少ヰヒ始めましに。夫れから18侍間，微動が現はれ

始めましてから 6童夜経ちまして9月5日午前11時学大爆護冶致しまして，火口附近に火石

ぞ飛ばし黒煙叉に沖して降灰が始まりましたので御座ります。:比後第1種も第2種も微動

は共に振幅も回数も減少を繭けまして， 6日夜学には向(1降灰は止まなかったので御座り

まするが，第2種微動は早くも影を潜め， 7rl夜半降灰止み， 10月に入りて第1種微動も止

んで綿てが常態に復しましにので御座います。

研究所は創設日向浅く，其後火口叉鎮静を績けて今向一つの例を捉へ得fこにけでは御座

りまするが，斯くて火山爆護謀長nの問題は解決し行くものと心得ます。其後今向火口は極

端なる鎮静ぞ続けて居ります。 2向併の微動計は1時間に蚊同第l穂の微動や記録しては

( (j ) 



阿蘇~Lr活動の過去現在主爆護政知の問題

居りまするが，第2積微動は全く現はれませぬから2、に爆護する虞は御座いませぬ。火[J

から御下りの御途rl:t，火111微動観測の宜況其他の御寛之と願はれますればifijに光栄の至りで

御座います。

(附記) 右末尾に近く 1-2 i曳佑の微動計l主1時間に童文問第1種微動を記録致しては居りまするが，第

2 種徴![î)Jは全く現はれませねから念に爆裂する虞は御座りませね」と EI~上げたるは，第 2 極微動全

然なしといふ意味にてにはあらずして，第1種微動断続するは瓶して第2種微動あることの讃左な

れども，其振1~1ii極めて微小にして其常時使用中の微動計頬の作iJ;/Lの記録にも現はれて居らぬ意味を

詰めて言上げたるなの，議んでj白記す。(昭和7年6月)

向蛍日京者B帝岡大事阿蘇火山研究所開測室に於ける天覧品次の述。J

1. 電磁式短周期2寓倍機動計(口総) 附聖上陛下鯨立測候所山よ支所御出設の時より第4火口御

到着迄の聞の電磁式短周期2寓倍微動計記録

摂子に装置せる41周の「コイル」は地の微動に感震して強大なる永久磁石の磁極聞に振動して依て

生ずる感賂電ViEを銃敏なる鏡電流計に通じ窮貫紙上記録せしむ。

オ哩王型車部地球物理墜教室にて考案製作し，大正1咋城崎地震の直前照政宮殿下本墜へ行啓あり

し時，台覧に供したるものにして岡地震後1ヶ年間に大小の官余震1蔦聞記録したり。今必要上其倍

率を 1蔦2千倍に低減し，火山微動観測中にして其寅況を 天観に供す。

2 嘗磁式翼空管嬢大短週期200寓倍微動計

極微微動の特別研究用として本皐理墜部地球物理翠数寄にて考案製作せるものにして英理は2蕊倍

微動計と同式なれども振了ーに装備せる「コイル」の捲童文は前者の場合に於て1000回を出でざるに反

し木穏に於ては細線10高聞を捲き感際電流を無線電信電話即良三塁管と特にこの目的に計算製作せる

鑓墜器を通じて鏡電流計に導く，真空管1個，嬰医務1個を用ひて倍率1高5千倍 2段蹟大とし

て20寓倍， 3段綴大の場合に於て 200斑倍となる。

3. 設雪地震計

振子に装備せる「コイル」は磁極問に感震振動し，依て生ずる感.T.l!f.電流を音叉開閉器を通して，無

線電信電話自主空管に導けば横藤器l土地震動に日産じて自f~J的に議官-1-。感感極めて鋭敏にして有線若

しくは1鵬泉電話放送をなすことを得べし。例へば阿蘇の地展の波が東京及び上海に到達して其地の

地震計に感震ずる迄には約ヨ分時聞を要すれと、も若しこの機によりて白i動的に~線放送をなせば此

l也の設震と同時にI陀界到る庭の受信機l士一斉にま重苦すぺし。

( 7 ) 


